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原野　敏彦 議員 

■ 

問 

　
県
が
政
府
の
定
額
給
付
金

の
支
給
に
合
わ
せ
て
、
消
費

者
が
購
入
額
よ
り
1
割
〜
2

割
程
度
多
く
使
え
る
「
割
増

金
付
商
品
券
」
を
県
内
の
商

工
会
が
発
行
で
き
る
よ
う
に

す
る
関
連
の
経
費
、
1
億

5
0
0
0
万
円
を
県
の
新
年

度
当
初
予
算
案
で
発
表
さ
れ

た
。 

　
商
品
券
の
発
行
方
法
は
商

工
会
に
行
っ
て
も
ら
う
が
、

行
政
と
商
工
会
と
の
意
見
交

換
を
積
極
的
に
行
っ
て
も
ら

い
た
い
。 

　
2
次
補
正
の
臨
時
交
付
金

で
、
行
政
と
し
て
プ
レ
ミ
ア

ム
分
の
負
担
が
可
能
か
。 

商
工
会
と
の
調
整
対
応
は
。 

   

■ 

答
　
中
嶋
町
長 

　
定
額
給
付
金
の
意
味
合
い

は
、
通
常
必
要
な
分
プ
ラ
ス

ア
ル
フ
ァ
で
使
い
、
内
需
拡

大
が
図
ら
れ
そ
れ
が
景
気
浮

揚
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
。 

　
上
乗
せ
消
費
が
大
事
に
な

る
。 

　
プ
レ
ミ
ア
ム
割
引
券
に
つ

い
て
は
、
10
％
割
増
分
を
町

50
％
、商
工
会
50
％
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
1
0
0
0
万

円
の
時
50
万
円
、2
0
0
0

万
円
な
ら
ば
1
0
0
万
円
の

町
負
担
と
な
る
。
 

　
そ
の
程
度
の
負
担
な
ら
ば

出
し
て
い
い
と
思
う
。 

             
■ 

問 

　
地
域
活
性
化
に
対
す
る
担

当
課
と
商
工
会
と
の
連
携
は
。 

 

■

答
　
安
川
建
設
産
業
課
長 

　
現
在
、
商
工
会
に
つ
い
て

は
、
担
当
職
員
を
兼
任
と
し

て
三
名
体
制
で
対
応
し
て
い

る
。 

　
割
増
金
プ
レ
ミ
ア
つ
き
商

品
券
に
つ
い
て
は
、
具
体
的

な
協
議
を
商
工
会
会
長
と
行

っ
て
い
る
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
保
証
制
度
に
お
け
る
事

業
者
認
定
事
務
に
つ
い
て
は
、

商
工
会
の
要
請
に
よ
り
土
曜
・

日
曜
日
も
対
応
し
た
。 

　
商
工
会
で
は
、須
恵
町
の

名
所
を
観
光
地
に
と
い
う
活

性
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
11
月
30
日
に
行
わ
れ

た
J
R
九
州
の
企
画
が
好
評

だ
っ
た
の
で
、次
回
は
皿
山
公

園
の
つ
つ
じ
の
開
花
に
合
わ
せ

て
5
月
9
日
土
曜
日
実
施

予
定
と
聞
い
て
い
る
。 

　
建
設
産
業
課
は
町
の
活
性

化
の
た
め
に
、
商
工
会
や
マ

ス
コ
ミ
・
観
光
会
社
な
ど
に

全
面
協
力
し
て
い
る
。 
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現在の福祉バス 

「執行部の答弁は実行されているのか？」 

過
去
の
一
般
質
問
の 

状
況
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。 

一般質問のその後 
追跡 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
化 

国
の
補
助
に
よ
る
実
証
運
行 

を
開
始 

■ 

問 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
検

討
は 

 

　
現
在
の
福
祉
バ
ス
を
町
民

が
、誰
で
も
安
価
で
利
用
で

き
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」

に
変
更
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
、こ
こ
数
年
来
検
討
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
変
更
さ
れ
れ
ば
、多
く
の

利
便
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
、２
０
０
０
万
円
の

予
算
の
中
で
検
討
す
る
旨
を

示
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
後

の
経
緯
と
方
針
は
。 

 

■ 

答
　
中
嶋
町
長 

　
検
討
の
進
捗
に
つ
い
て
は

現
在
国
と
の
協
議
段
階
で
す
。

　
町
・
公
共
交
通
事
業
者
・

道
路
管
理
者
・
公
安
委
員
会
・

住
民
代
表
に
よ
る
法
定
協
議

会
を
早
く
立
ち
上
げ
て
実
証

運
行
に
入
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

　
方
針
と
し
て
は
、速
や
か

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
化
を

進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
、

時
間
帯
の
問
題
・
路
線
の
問

題
・
ど
う
い
う
バ
ス
を
運
行

さ
せ
る
か
に
よ
り
費
用
が
変

わ
っ
て
く
る
と
は
思
い
ま
す

が
予
算
費
用
等
に
つ
い
て
、

こ
の
法
定
協
議
会
の
中
で
審

議
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
平
成
20
年
3
月
定
例
会
） 

  

 

　
平
成
20
年
5
月
に
副
町
長

を
会
長
と
し
、町
議
会
代
表
・

区
長
会
代
表
・
交
通
事
業
者
・

町
行
政
な
ど
に
よ
り
構
成
さ

れ
た
「
須
恵
町
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
」
を
設
置

し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
国
の
補
助
に
よ

り
須
恵
町
地
域
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
を
策
定
し
、平

成
21
年
3
月
に
国
に
提
出
し

ま
し
た
。 

　
平
成
21
年
9
月
頃
〜
平
成

23
年
度
ま
で
に
国
の
補
助
に

よ
る
実
証
運
行
を
行
い
ま
す
。 

　
計
画
の
目
標
と
し
て
、 

①
町
内
の
主
要
拠
点
・
交
通

結
節
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向

上
さ
せ
、利
便
性
の
向
上
を

図
る
。 

②
町
内
の
主
要
公
共
施
設
を

中
心
と
し
た
拠
点
を
整
備
し
、

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を

図
る
。 

③
公
共
交
通
に
よ
る
町
民
全

体
の
外
出
機
会
の
増
加
を
促

進
さ
せ
、社
会
参
加
の
支
援

を
行
う
。 

④
わ
か
り
や
す
く
、誰
も
が

気
軽
に
安
心
し
て
利
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。 

の
達
成
を
目
指
し
ま
す
。 

　
実
証
運
行
の
結
果
に
よ
り
、 

平
成
24
年
度
か
ら
の
本
格
運 

行
を
検
討
し
ま
す
。 

負担は可能 

全面協力 

◇
そ
の
後
◇ 

し
ん
ち
ょ
く 


